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必　 現 代 の 国 語　 言 語 文 化　 地 理 総 合　 公 共　 数 学 Ｉ ･Ａ･１

修　 家 庭 基 礎　 総 合 英 語 Ｉ　デ ィベ ート ・デ ィス カッション Ｉ

地学基礎　 体育　 保 健　 芸術 凵 音楽

第 ２外 国語　 情報Ｉ　探 究の時 間

美 術 ・書 道 ）

論 理 国 語　 古 典 探 究　 歴 史 総 介　 数 学 II ･Ｂ･ Ｃ

化 学 基 礎　 生 物 基 礎　 体 肖　 保 健　 総 合 英 語 II

エ ッセ イラ イティン グ Ｉ　デ ィベ ート ・デ ィス カ ッ ショ ン II

第２外 国 語　 探 究 の 時 問

文
系

選　 口本 史探究

択　 世 界史探究

文 学 国 語

Ｇlｏbａl国
際
教
養
科

Edｕｃａtiｏｎ必
修

瀏川亅学化
理
系

選　 地理探 究
択　 政治 経済

文 学 国 語　 ★古 典 講 読　 ★近 代 口 本 史　 ★近 代 世 界 史　 政 治 経 済

探 究 数 学　 化 学　 生 物　 ★探 究 生 物　 ★探 究 化 学　　 ★探 究 地 学

★ス ポ ーツ レ ストラ ン　 書 道 文 化　 演 奏 研 究　 絵 画　 フード デ ザ イン

保 育 基 礎　 時 事 英 語　 Global　Edｕｃａtｉｏｎ　エ ッセ イラ イティン グ Ｈ

倫 理　 地 理 探 究論 理 国 語　 古典 探 究　 体育

総 合英 語 Ⅲ　 異文 化理 解

探 究 の時 間

必
修

選
択 服 飾 手 芸

愉 報 11

※３年 生 の 選 択 は 複 雑 多 岐 に わ た る た め 文 系 ・理 系 の IX別 なく列 挙し まし た 。

(注 )★は 本 校 独 自 の 教 科 ・科 目 で す。

国 際 教 養 科 の 教 育 目 標

①豊 かな国 際感 覚を持 ち 、国 際 社会 で 積 極的 に 行 動で き 、

世 界平 和 に貢 献 でき る 人 材を 育 成 する 。

②自 由 で 豊 か な 人 間 尊 重 の 教育 を 基 本と し て 、日 本 文 化

だ けで なく 異文 化 に対 する 理 解を 深める 。

③外 国 語 による コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン 能力 を 高める 。
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Eｖerything starts ｗith knoｗledge

（す べ て は 知 か ら は じ ま る ）

ワ
笳
俔 ぼヨフェ ス タ ２０２０１ｎ長 野

２０２０年 ９月 １２日　　 。戸゛‘

長 野 マ ラ ソ ン 国 際 ボ ラ ン ティア

iＸ痴

緊 回 甄 弼

※2018年 度 ～2020年 度 の 行 事 の 様 子で 肌



現代の国語　言語文化　地理総合　公共　数学卜

家庭基礎　英語コミュニケーシ ョン Ｉ　論 理 ・表 現

論 理 国 語　 古 典 探 究　 歴 史 総 介　 数 学 I卜 Ｂ･ｃ

化 学 基 礎　 体 育　 保 健

英 語 コミュニ ケ ーシ ョン II　論 理 ・表 現 II

探 究 の 時 問

論 理 国 語　 古 典 探 究　 体 育

英 語 コミュニ ケ ーシ ョン ｍ　　　　　　　　　　　聚

論 理 ・表 現 Ⅲ　 探 究 の 時 間

地 学 基 礎　 体 育　 保 健　 芸 術 囗 音 楽 ・美 術 ・書 道 ）Ａ必
修 情 報 Ｉ　探 究 の 時 間

文 学 国 語　 生 物 基礎　 ★探 究 英 語

芸術 II（音 楽 ・美 術 ・潛 逆 ）

文
系
　
理
系

選
択

選
択

||本 史 探 究

|lt界 史 探 究

生 物 基 礎 十 唯 物

物 理 基 礎 十物 理

芸術 また は 数 学 Ⅲ

必
修普

通
科

地 理 探 究　 化 学

文学 国 語　 ★古 典講 読　 ★近 代日 本史　 ★近 代 世 界史　 政治 経済　 倫理
地 理 探 究　 ★探 究 数学　 物 理　 化学　 生 物　 ★探 究 乍 物 ★探 究 化 学
★探 究 地学　 ★ス ポーツ レ ストラン　 書道 文化　 演 奏研究 絵画
フードデ ザイン　 服 飾手 芸　 保育幕礎　 情 報 II　★探 究 英 語

必
修

※３年 生 の 選 択 は 複 雑 多 岐 に わ た る た め 文 系 ・理 系 の |)く別 なく列 挙し まし た 。
※こ の 教 育 課 程 表 は 令 和４年 度 人 学 生 よ り実 施 予 定 で す。

(注 )★は 本 校 独 自 の 教 科 ・科 [1で す。

●主 な 学 校 行 事（普 通科･国 際教養科共通のもの）
★は 国 際 教養科 行事 である が、普 通科 生徒も 参加 可能な も の

入 学 式 ／１年 オ リ エ ン テ ーシ ョ ン

新 入 生 歓 迎 会 ／長 野 マ ラ ソ ン ボ ラ ン テ イ ア 参 加

★１年 英 語 合 宿
月
　
　
　
　
　

月
　
　
　
　
　

月
　
　
　
　
　

月
　
　
　
　
　

月
　
　
　
　
　

月

４
　
５
　
６
　
７
　
８
　
９

授 業 公 開

芸 術 鑑 賞 ／合 唱 コ ン ク ール

梶の 葉祭 ／保 護 者懇 談 会 ／体 験 入学

夏 期 補 習

２年 梶の 葉大 学（進 路 学 習のた め の 出 前 講 座 ）

夏 期 補 習

体育 祭／生 徒会 選 挙

★１年 英 語合 宿

面 談 週間 ／授 業 公開

２年 修 学 旅行 ・１年 進路 研 修

１

月

・
－

月

尚
‥
ｇ 保 護 者 懇 談 会

月
　
　
　
　
　

月

２
　
３ １年 信 州 学 探 究 発 表 会

３年 生 を 送る 会 ／卒 業 式 ／★海 外語 学 研 修
３月 特 編 授業

１年 春期 校内 学 習
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2学 年 修学 旅 行 （長 野県 内）

X2018年 度 ～2020年 度 の 行 事 の 様子 で す。



Pｌａｃｅ tｏ ｂｅ! 小 松　　 容学 校 長

て 、本 校 は 2017年 に ユ ネ ス コ ス本 校は 、今 年 で 創立 125年 を迎

え る歴 史 と伝 統 のあ る学 校 です。

５階 建 て 校 舎 か ら の 眺 望 は す

ば ら し く 、善 光 寺 平 を 眼 下 に 学

習 で き る 環 境 は 長 野 西 な ら で は

の セ ール ス ポ イ ン ト で す 。　この

学 習 環 境 の 中 で 、本 校 に は 授 業

を 大 切 に す る 伝 統 が 受 け 継 が れ

て き て い ま す 。教 職 員 の き め 細

ク ール に 認 定 ささ

れ 、「持 続 可 能 な 開 発 の た め の 教 育 」の 推 進 拠 点 と し

て 、人 々が 、こ の 地 球 で 生 き て い く こ と を 困 難 に す る

よ う な 問 題 に つ い て 考 え 、立 ち 向 か い 、解 決 す る た め

の 学 び を 実 践 し て い ま す 。今 年 度 も 、国 際 交 流 事 業 を

は じ め と す る 多 様 な 活 動 を 有 機 的 に 結 び 付 け 、地 域 や

様 々な 機 関 と 連 携 し つ つ 、学 校 全 体 で 組 織 的 に ユ ネ ス

コ ス ク ール の 理 念 を 実 践 し よ う と 取 り 組 ん で き て い ま

す 。こ れ か ら も 、今 ま で の 収 組 や 「３つ の 方 針 」を 踏

ま え 、主 体 性 や 創 造 性 を 重 視 し た 教 育 活 動 を 行 っ て い

き ま す 。そ し て 、皆 さ ん と と も に 長 野 西 高 校 の 新 た な

歴 史 の １ペ ージ を つ く っ て い き た い と 思 い ま す 。

Why ｄｏｎ’t yｏｕ join ｕｓ? Thiｓ is tｈｅ ｐｌａｃｅ tｏ ｂｅ!

やか な指 導 の もと、西 高 生 は落 ち着い た雰 囲気 で 勉学

に 励 ん で お り 、多 く の生 徒 が 進 路 を実 現 させ てい ま

す。ま た、ク ラ ブ 活 動 は 運 動 系 ・文 化 系 と もに 盛 ん

で、放 課 後 の校舎 に は、日 々明 るく生 き生 きし た生 徒

たちの声 が響 き渡ってい ます。

校 幸 伝 統
本 校 校 章 ｢梶 の 葉 抱 く 弦 月 ｣は 、初代 校 長 渡

辺 敏 先 生 が 発 案 さ れ 、美術 の 金 井 義 仕 先 生 が

考 案 し て 定 め ら れ た 。｢梶 の 葉 ｣は 、事に 処 し

て 、くじ け な い 強 い 心 を 表 し 、｢弦 月 ｣は 円 満 、

清 澄 、また 一 面 厳 し さ を 表 す 。｢梶 の 葉 抱 く 弦

月 ｣は 、内に 持 つ 強 さ を 和 み の 心 に よ っ て お

し 包 み な がら 、人間 形 成 を 目 指 す 高 い 理 想 を

示 し て い る 。

創 立 120年 を 越 え る 長 い 歴 史 を 持

つ 伝 統 校。幾多 の 優 れ た 先 輩 を 送り 出

し て き た 。その 伝 統 の 象 徴 は 初 代 校 長

の 渡 辺 敏 先 生 だ 。先生 は「－ビ ン 百 験 」

の 言 葉 の 下 に ユ ニ ーク な 理 科 の 実 験 教

育 を 展 開し た 名 物 先 生 た っ た 。銅像も

校舎 前 に 立つ 。

教　 育　 目　 揉

１．社 会 に つ い て の 深い 理 解と 健 全な 判断 力 と を 養い 、より よ い 社

会 を 創造 する ため の 資質 を 育て る 。

２．自 主 自 律 の 精 神 を 培う と 共 に 、他人 を 敬 愛 し 、社会 の 一 員 と し

て の 責 任を自 覚する 。

3.青 年 期 の 特 質 を 理 解し て 、常に 健 全 な身 体 を つく る こ と を 心 が

け 、豊かな 情 操と 聡 明 な 知 性と を 陶 冶 する 。

４.広 い 教 養と 体 験を 通 し て 自 己 の 適 性を 発 見さ せ 、更に こ れを 伸

展 し て 社 会に 奉 仕 する た め の 職 業的 資 質を 養う 。

－

；
竹

略
ｙ
長

杼
；
ふ
し

戉
２
４
４
七
ｔ
ぶ
ｙ
ｔ
か

長

黔

ヤ

磅
苛

ず

炊

疚

讒

入
分

島

蘓

の
り
ｙ
き

ふ

そ
み
４
７
ｙ
Ｉ
ｙ
ｙ
Ｚ
Ｅ
伐

ふｔ
収

す
廴
ひ

装
４
ク
＆
れ

嘔
Ｉ
げ

零

ち
嶝
Ｊ
に

仰

歹
？

溥
１
１
必

ご

町

に

蓊
Ｆ
４
々
乙

乍
１
尺

哥
ぐ
七
爪
よ

阪
￥
７

衵
み
ず

う
ち
に
Ｌ
Ｉ

逵

刄
ｙ
壹

牋

ｔ
に

見

？
ｆ
 
’
Ｋ
ｉ
 
‘
Ｓ
１
５
。
ｙ
ｉ
；叮

、
ｙ
ｙ
μ
４
夕

冫

奥

ぢ

にｔ
馮

’
ｔ
Ｅ
に
冫

絖

Ｌ
ｔ
ｙ
ａ
恥

か

霍

匚

い

¥
Ｆ
｡
／
 
｡
;
Ｆ
Ｊ
 '
｡
!
 
５
Ｇ
ｆ
‐
￥

／

長

野

酉

咼

等

学

校

校

歌

「
故
郷
」
の
作
詞
で
知
ら
れ
る
高
野
辰
之
作
詞
の
校
歌
は
、

行
事
の
た
び
、
ま
た
卒
業
後
も
同
窓
生
で
よ
く
歌
わ
れ
る
。

娑
き

戸
莠

け
ぐ
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ク ラブ・サ ーク ル 活 動
lyｊｋま

運 動 班 .
＆●－

‘.4,

ｓ

丶 ･

丶

丶 XI

●女 子 バレ ーボ ール　　 ●バ スケット ボ ール
●ソ フト ボ ール　　 ●サ ッカ ー　　●陸 上
●バ ドミントン　　 ●バ ト ン　　　 ●弓 道
●ソ フトテ ニ ス　　 ●テ ニ ス　　　 ●野 球
●卓 球　　　　　　 ●剣 道　　　　 ●山 岳

鈩

●

１

亀 ．
・

ｉ

－

－
－

1１－

Ｓ

学 芸 班

●室 内 楽
●演 劇
●文 学

●ギ タ ーマ ンドリン
●写 真

●生 物 ･天 文
●英 語　 ●料 理
●美 術　 ●合 唱
●JRC　●手 芸
●邦 楽　 ●茶 道

●書 道　　 ●華 道

●放 送　　 ●吹 奏 楽

●イ ラ スト ･コ ミッ ク

近 4ﾉLの 大 会 成 績

2021年 度　　　　　　　　　　　　　　　　　 ･S､i　・　1

〔全 国 総 文 祭 出 場 〕　　　　　　　　　　　　　　‘　９１″ 、

◆室 内 楽 班　 ◆書 道 班　 ◆美 術 班　　　　
SS14り

SIり

〔全 国 大 会 出 場 〕　　　　　　　　　　　　　　　　-’卜　 ４

◆バ ト ン 班

全 国 高 等 学 校 ダ ン スドリ ル 選 手 権 大 会（８月 ）

◆ギ タ ー･マ ン ド リ ン 班

令 和３年 度 全 国 高 等 学 校 ギ タ ー･マ ン ドリ ン 音 楽 コ ン ク づ レ（７月 ）

◆室 内 楽 班

全 国 高 等 学 校 オ ーケ スト ラ フェ ス タ

〔北 信 越 大 会 出 場 〕

◆陸 上 班

北 信 越高 等学 校陸上 競技対 校選手 権大会

◆ソ フト テ ニ ス 班

北 信 越高等学 校ソフトテニ ス選手 権大会

◆水 泳

北 信越 高等学 校体育 大 会水 泳 競技

2020年 度

φ

lt ●゛
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丶 jl
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丶|?？５]裲 丑ご 2ｒ:
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丶

※2020年 度 は コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 の た め 、

多 く の 大 会 が 中 止 さ れ ま し た 。

〔全 国 総 文 祭 出 場 〕

◆室 内 楽 班　 ◆合 唱 班

〔全 国 大 会 出 場 〕

◆室 内 楽 班

全 国 高 等 学 校 オ ーケ スト ラ フェ スタ（３校 合 同 ）

◆美 術 班

日 学 ･黒 板 ア ート 甲 子 園 2020

エ リ ア 賞 ､東 海 ･北 陸 ･甲 信 越 ブ ロ ッ ク（全 国 3位 ）

〔北 信 越 大 会 出 場 〕

◆剣 道 班

北 信 越 高 等 学 校 新 人 剣 道 大 会

◆ソ フ ト テ ニ ス 班

北 信 越 高 等 学 校 選 抜 ソ フト テ ニ ス 大 会

－

叺

冫１ｃｃｅｓｓ/冐 ａｐ

アクセスマヅプ
長 野 電 鉄 :善 光 寺 下 駅 より徒 歩 15分

川 中 島 バ ス :宇 木 ､西 条 ､若 槻 団 地 線

{善 光 寺 西 }バ ス停 より 徒 歩５分

ＪＲ：長 野 駅 より徒 歩 40分 藻



ｊ

■令 和２年 度卒業 生の 状況

国 際 教 養 科通　 科
ｒ　　卒　 業　 生　 数 ２３９ ％　１

進学

大
学

国 立 25

73.6％
公 立 24
私立 127
計 176

短
大

国公立 １

4.6％私立 10
計 Ｈ

専
門

冊 護 ･医 療 ６
9.2％その他 16

計 22
留　　 学 ０ 0.0％
就　　 職 １ 0.5％

し　　　　 再 受 験 他 29 12.1％J

卒　 業　 生　 数 39 ％　１

進学

大
学

国立 ７

92.3％
公立 ５
私立 24

計 36

短
大

国 公立 ０
Ｏ％私立 ０

計 ０

専
門

看 護 ･医 療 ０
5.1％その他 ２

計 ２
留　　 学 １ 2.6％
就　　 職 ０ ０．０％

し　　　　 再 受 験 他 ０ 0.0％

・令 和 ２年 度 の 合 格 状 況 (合 格 者 数 )※浪 人 生 も 含 む

[国 立 大 学 :合 計 ３８]

信 州 (16)、富 山 (４)、山 梨 (３)、福 島 (２)、新 潟 (２)、福 井 (２)、北 見 工 業 、弘 前 、岩 手 、筑 波 、宇 都 宮 、東 京 外 国 語 、横 浜 国 立 、滋 賀 、九州

[公 立 大 学 :合 計 ３６]

長 野 県 立 (13)、長 野 県 看 護 (４)、長 野 (４)、高 崎 経 済 (６)、新 潟 県 立 (３)、青 森 県 立 保 健 、前 橋 工 科 、千葉 保 健 医 療 、福井 県 立 、都 留 文 科 、北

九 州 市 立

[私 立 大 学 :合 計 ４５１]

清 泉 女 学 院 (３７)、松 本 (３６)、長 野 保 健 医 療 (13)、佐 久 (８)、松 本 看 護 (３)、東 洋 (21)、高 崎 健 康 福 祉 (12)、神 奈 川 (11)、

大 東 文 化 (10)、東 海 (10)、法 政 (９)、新 潟 医 療 福 祉 (９)、専 修 (８)、日 本 (８)、群 馬 パ フ ス(７)、文 教 (７)、帝 京 (フ )、日本 福 祉 (フ )、金沢 工 業 (７)、東

京 農 業 (６)、亜 細 亜 (６)、関 東 学 院 (６)、武 蔵 野 (６)、獨 協 (５)、愛 知 (５)、龍 谷 (５)、立 教 (４)、成 城 (４)、

杏 林 (４)、青 山 学 院 (３)、中 京 (４)、國 學 院 (３)、東 京 経 済 (３)、名 城 (３)、愛 知 学 院 (３)、立 命 館 (３)、関 西 学 院 (３)、上 智 (２)、明 治 (２)、明 治 学 院

(２)、中 央 (２)、実 践 女 子 (２)、北 里 (２)、同 志 社 (２)、学 習 院 、津田 塾 、成蹊 、駒 澤 、東京 女 子 、芝浦 工 業 、近 畿　 他

[短 期 大 学 :合 計 11・専 門 学 校 他 :合 計 ２７]

清 泉 女 学 院 短 (14)、大 月 短 (３)、松 商 短 (２)、東 京 家 政 短 (２)、須 坂 看 護 (３)、信 州 上 田 医 療 セ ン タ ー附 属 看 護　 他

亠 匐 亠 亠亠 山亠 匐

Ｆ・Ｋ　さ ん

筑波 大 学　　　　　　　　　 、＿。

社会 国 際 学 群　 国 際総 合 学 類

Ｋ・Ｋさ んさ んＭ・Ｍ

長 野 県 看護 大 学

看 護 学 部

ノ

／

宇 都 宮 大 学

国 際 学 部

私 が 思 う内 高 の い い ところ は 、個 性 派 ぞ ろ い だ とい うこ

とで す。そ して 、自 由 で まじ め で 一 生 懸 命 な 人 が 多 い とい

うことで す。私 は 元 々孤 ヽ拡が ちな とこ ろ が あ り まし た が 、高

校 で は 周 り の 影 獅 で 変 わ るこ とが で きまし た 。班 活 は 佃 性

派 集 団 で した が 、み ん な そ れ ぞ れ 一 生 懸 命 で し た 。そ ん

な 私 た ちの 噸 問 の 先 生 は 、|″IIIIな 私 た ちを 否 定 すること な

くや りた い ことを や ら せ てくれ ました 。そ れ だ け で は な く．

私た ちが 知ら な い 11t界 を た くさん 教 えてくだ さい まし た 。こ

の ような ことは 班 活 に限 った 話 で は あ りませ ん 。

生 徒 会 活 動 で は 、コ ロ ナ ウ イ ル スに よって 行 卜μ が 軒 並

み 巾 |llに 追 い 込 まれ る 巾 、私 た ち 牛 徒 が 何 か で きるよう に

先 生 方 が チ ャン スを くだ さい まし た 。そ の チ ャン ス を もの

にしようと 、､私 たら は 文 化 祭 スタ ･ｙフを はじ め として 全 校 で

何 とか 文 化 祭 代 替 企 Illをつ くり |こげ まし た 。3迎 間 ちょっ と

で セ ロ から 新 しい 企 角 を つ くり |ごげ る 奇 跡 が 起 きる の は ．

先 乍 方 の 協 力 と佃 件 派 ぞ ろ い で 自 由 だ け ど 一 生 懸 命 な 全

校 が 団 結 する 内 高 生 だ から だ と思 い ます。

受 験 にお い て もそ れ ぞ れ が そ れ ぞ れ の |｣標 に 向 か っ て

一 乍 懸 命 チ ーム として 学 111一 丸 で 臨 み まし た 。受 験 勉 強

の 根 幹 に か か わ る 扣 ､談か ら ．||常 的 に 行 わ れ る 他 愛 も な

い 会 話 など まで、11い に 励 まし 介 い 競 い ａい な が ら 頑 張 り

まし た 。こ の よう に 一生 懸 命 で そ れ ぞ れ が |'|由 に 活 尭 に

輝く生 徒 と、そ の 生 徒 を サ ポ ート してくれ る、そ して '11徒 の

才 能 を 仰 ばしてくれ る 先 生 が い ます。ぜ ひ 、長 野 西 高 校 で

何 もか も全 部 頑 張 る キ ラ キラ の -Ili作を 送 ってくだ さい 。

私 は ３年 間 、吹 奏 楽 班 に 所 属し て い まし た 。杵 で 音 を

唄 ね 、闘 じ 目 標 に 向 か っ て 一 生 懸 命 盲 楽 を す る 毎 日 は と

て も 楽し かっ た で す。時 に は 渮し い 思 い をし た こ ともあ っ

た け れ ど．仲 間 逹 と 様 々な こ とを 乗り 越 え た 日 々は 今 の 私

の 自 信 や 何 か を 頑 張 る 糧 に 繋 が っ て い ますし 、今 とな れ

ば 全 て が 良 い 思 い 出 として 私 の 心 に 残っ て い ます。

ａ明 コ ン クール や 文 化 祭 、体 斤 祭 など の イベ ント で は 、

クラ ス が 一 つ に なっ て、よ り仲 が 深 まっ てい きまし た 。ど ん

な イベ ント で も一 丸 と なっ て 令 力 で 楽し め るところ が 西 商

ｔの 良 さだ と感じ ます。

３年 時 の 受 験 明 を 乗り越 えるこ とが で きた の は 、間 違 い

なく、i･い 時 に そ ば に い てくれ た 友 人 、自 分 の こと か の よ

うに 悩 み 、ど ん な 時 で も応 援し 続 け て ド さっ た 先 生 方 が い

た から で す。皆 と 勉 強 に な ち向 か っ た 日 々は 、私 を 人 きく

成 長 させ てくれ まし た 。

私 は 四 高 が 人 好 きで す ｡内 商 で 出 会 え た 友 人 、先 生 方

は 私 に とっ て 本 当 に 人 切 な 存 在 で あ り、西 高 で ３年 間 を 過

ご せ た こ とを 誇 り に 思 い ます。皆 さん も 西 高 で 充 実 し た３

年 間 を 過 ごしてくだ さい 。

閥 際 教 譱 科 は 個 性 が と ても 強 い クラ ス だ とよく ､iわ れ ま

す。私 の クラ ス に は 、理 数 系 が 得 意 な 子 、ピ アノが と ても

|ご手 な rや 、将 米 政 治 家 に な りた い とい う 人 もい まし た 。

不 思 議 と男 fよ りも 女 ｆの 方 が 多く志９.す る学 科 だ っ た の

で す が 、男 女 関 係 なく仲 が 良 く活 発 な クラ ス でし た 。合 明

コ ン クール 前 に は 同 際 教 養 科 1･刹 :で 練 習 しａう など 、縦

の 繋 がり は 強 かっ た で す。

･年 次 に 長 野 マ ラ ソン で の ボ ラ ン テ ィア 活 動 、２度 の

萸 ､猖r冫宿 ､海 外 語 学 研 修 ､二 年 次 は 卒 麝プ レ ゼ ン テ ーシ ョ

ン が あ り．毎 週 あ る プ レ ゼ ン テ ーシ ョン の 授 業 で は ．文

Ｑを 号え パ ワ ーポ イントを 作 り 萸 請 で 麓 表 す るとい う、今

後 必 要 とさ れ る 能 力 を 身 に つ け るこ とが で きます。ま た 第

‘.外 川 語 の 授 業 は 在 学 中 の 交 換 制 学 や 、卒 業 後 の 大 学

で の 第 .l外 川 語 の 艇 修 に 活 か すこと が で きます。

私 は 萸 誦 外 部 試 験 を 枚 数 受 験し 、そ の 度 に 萸 語 Ｈの 先

生や ＡＬＴの 先ｔに 添 削 と スビ ーキ ン グ の 練 習 をお 願 い

し まし た ｡学 校 が とて も 勉 強し や す い 藩 ち jnい た 劣 囲 気 で ．

受 験 期 に は 教 室 に 夜 まで 残 り 勉 強 を する 生 徒 が 多く 11ら れ

まし た 。先 生 方 も 朝 早 くか ら 学 枚 が 閉 まる まで、生 徒 の 質

問 を 受 け た り 棚 談 に 乖っ た りと受 験 '1ﾐを 全 力 で サ ポ ート し

てくれ まし た 。

長 野 四 高 校 で 過 ごし た 時 間 は とて も 有 意 義 な も の で し

た 。乱 の 合 う 友 達 と班 活 動 も 勉 強 も 粨 ･杯 収 り組 め て 本

肖 に 良 か っ た と 思 い ます。ぜ ひ 皆 さん も 長 野 内 剛 校 で |!|

分らしい 楽し い 高 校 生 活 を 送 っ てくだ さい 。
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